
について

ヌド単元ではヲ身の回りに多く存在している垂直。平行を題材とすることで，直線の交わり方

特別な位置関係を利用しているものを実感できるようにしてしぺ。その上で家の設計図のかき方につL

て，その見通しゃ計直I，実際の結果の検討などを学び合う場面において取り上げる。

L，その構造について気がついたことを出し合いながら9

各階の天井が地面の綜に平行であることなどに気づくようにしてい

はヲ普段生活している

柱が地面に垂直に立っていること

これまでの体験上の言葉と数学的表現をつなげていくことでラ直線の交わり方としての「垂直⑤

の定義づけをしていく。垂直。平行による安定感にも気づ、かせ，今後の作図するとでの問いやねら

いをもたせてしベ基盤とする。

ノ

¥ 0 

う。本題材の

コンパスなどこれまで算数で使った道具、を自由に使い， “地面に

く方法を考え9 実際に試してみる。こうして垂直の定義を明確にしヲ

地面の線に平行な天井の線？そして屋根の線をかく。柱の垂直の線を活用できる L,

できる。多様な方法を引き出し，子どもたちの言葉を使いながら平行の定義を明確にしてしベ。

いず、れの作図方法の追求段階においても，自分の考えた方法をリ動作や言葉宅図などで表現し，

うことで様々な方法とその特徴を明確にすることができる。これにより T 場合に応じたよりよい

方をスパイラノレ的に学び合い，追求していくことができる。

3次ではヲ第 Z次までの学び合いを有意義なものとして生かすことができるようにヲ自由に建物の

設計図をかく時閣を取る。多くの方法から判断して，意欲的に，垂直 a 平行の直線を正確に作図しなが

らヲ自分の納得し1く設計図を夢中になって追求する姿の実現を期待している。

ノス斥戸口，PJ?,
ノ］/j之弓百「

して鎮いていない線＂ （垂線〉を引

きるようにする。 j売いて，

しなくても作図が

話し
さ二
仁子

_).. 

J二

9
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『
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正確な設計図を完成する。

としての工夫をPRする）しm
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つ。判断力，る(3) 11年間

る」

。

定規やものさし柱の綻を地面の緑から正確に垂直に引くことが課題となる。

展開計画2 

をどうしたら正確にかくことができるの

かさ方付むについてフその方法を考える。

して垂直になる直前：部分のか、き方の方誌につい
プ
（ 

"' 0 

までミ

ト設計図

一τ
. （もe

；蹴i藍栓立てて思曙＠判断。羅現するニとで学rJ骨う算議注視購周目議開

いい設計士を 』コのう！～垂直と平行～j洋司小学4年「う

（右図）。

〈柵〉。
寸

g 

して作成している

ある場合となし

よくヲ｜く必要性があるように

③平行は句垂線の利用ができるようにする（天井〉。

④垂直を利用しなくても平行線の作図できるよっにする

⑤直接地面に交わっていなくても，垂直＠平行な(TiγFて、
J 」，

まずは，よく覚えている。

の

-~ 包ニ

見出し

て」七句

トァ.;/J.；三、〔
）守』 J 一一

戸「＇／－ト「－，、 l 三戸イT
- j り」也｝「〉

りしてし•， ＜。
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作闘の仕方枇

を理解した上で「家の

せて

プ
包） ,_ 

はなく 9 自

ら私に話しかけーでく

ることがあまり多くない

児童Mが，日

！こ七iLγど

十豆－：，，~，：－づぺ－
I又ラミミに

と

l枚の白い紙に，コンパヌを用いてできた円を組み合わせた図がきれいにかかれているo 私は日〈

~－ヌでかいてきたね。コンパスを｛吏って模様を発明したんだねoJ と言うとラ特に言葉は返ってこなかっ
一主人jでいることは表↑青から明らかで£った。他の子どもたちから「Mちゃん，すご～い。」などと

誌一声が上がり，このかき方を習ったりラ他の模様に挑戦したりなど？主体的な集団での追求活動が

！一て－v，つい

fこ；t=1枚の自で、あるが9 児童Mはこれを完成させるまでにヲ授業で、の学習によって興味をもち，

内容を生かしてた〈さんの模様を試行錯誤してかいたことであろう o そうして生み出されたこの模時

しさ，できた時の喜びを他の人に伝えたくてヲま九その方：抗忘れることなく残した~干・－ 「「
して持ってきたのではないか…。話して伝えることが ι手でない児童Mが一生懸命にかいて伝えょっと

していた願いを感じヲこれは大切な学習の証しであるという重みをひしひしと感じた。

｝こには” l既有の数学的な考え方や技能＠知識などを活用しながら，自分の力で主体的に考え，表現

しω らj阜司之してしべ子ムどもの姿が体現jさ才して

絵’図，数9 式などヲその子に合う方法で白自に出し合~＼共有しながら深めていく o そんな字び台つ
学級の中でできつつある。

(2）本単元の日

平面図形について

回し

もたちにとヮて

において

｝）プf 之
•• ; d、’巴Jo

、i
f

q
l
 

｛、

における
「 で 一 日

間しな）〆、』司

判断力－

·~") 0 

ここで之の

->a 
’c言、



やって見たの

ノ山〕～0 （前に出て実麗しながら）もの

しを点の上に置いて，まっすぐに引きました。

問があります（多数）。

A ：それノは，ただものさしを

3 捜輩。の実際

en自分の生活上の言葉をヲ “数学的表現”に結びつけていく

本単元の導入（第 1時）では，北校舎の写真を掲示し，校舎のっくりについて気がついたことを出し

合うことにした。各個人で思ったことを自由にノートに記述した後ヲ話し合う時間を設定した。

まっすぐ号It＇ているだけだ

I u ーし ゆがんで1 る
児童D：ゆがんでいな¥i'oまっすぐだよ。

児童A：ちょっとのずれがある。もし，ものさしが（前でものさしを

わざとf耳かせ）こんなふうに4頃いていたら，正百在ではな t,¥ 0 

はまっすぐでも，傾いていないようにしなくてはならない。

いて句

児童
T ：誰かヲ校舎のっくりについて，気がついたことがある人？（※

児童B：校舎が傾いている。

児童 ；え～、こわくなし：？ 傾いていたら大変だ！ （※ 無記号は不特定の児童）

児童B: （指で各階の廊下部分の線をたどりながら）だってヲ左側から右側ヘ少し上がっている。

児童C：それは，写真が傾し：ているからでしょ。廊下はきちんと平らになっている。

T ：前に出て，説明してO

児童c: （写真を9 廊下部分の線が水平になるよう貼り直して）

Tは教師）

児童J: 

川噴いていないようにするってどういうこと。

児童 j ：昨日勉強したけれど9 垂直でないとこんなふうに（板書に垂

I 直でない黄色叩引山柱カ瀬川まって正確でないとい川 o

児童B：見た目ではラ本当に垂直かどうかわからない。正確に直角になっていないといけない。

ここです。

T 

IT ：どこが直角川ば川？l店童瓦：（前lこ 出 て 地 … 一 一 部 分lこLの記号

J巴童L：ここが直角になるように綜を引かないといり，な1i'o 

T ：どうしたら正確な垂直の線を引くことができるだろう 0

1児童L：分度器を使ったら…。

らになる。

「廊下の線が平らになっている 1」

直角を記入して垂直の関係が見えてきた校舎

きちんと

T : “こつすると”ってa どうすること？

児童C：廊下の綜を全部，平らに見えるようにすること。

T ：校舎以外で他に平らになっている部分はないかな。

児童 ：下の線。地面の線。

T ；地面の線を基準にすると，校舎は平らになっているね。

児童D：校舎が平らと同じことだけど句廊下の線が平らになっている。

児童E: 2階も 3階も屋上札全部が平らになっている。

児童F:Dさんは，廊下の綜を言ったけれど，柱の線はまっすぐになっているo

T ：まっすぐになっているってどういうこと？

こうするとラ

児童Dがものさしを使って柱の線を地面から5[l1＼て見せると 9 児童九児童 Jを中心に「これでは正

確ではない」と意見が出る。その意味を，図や言葉，実際の操作によって説明し合いフ「正確に垂直通で

アくてはならない」ということを確認で、きιこれにより設計図の伺の作業から「正確に垂直の線を

引くにはどうしたらよいのか」という“問い”を明確にすることができ，主体的かっ具体的に解決しよ

うとする姿勢へとつなぐことができた。この間いはこの後，「早く号lく」という課題を加えて，本単元

にまっすぐに伸びている。

児童G：縦にまっすぐ。

児童日：傾かずに立っている。

児童 1：直角に立っている。

T ：どこに直角が見えますか？

児童 I: （前に出て指す。教師が直角の印を記入する。）（右写真）

児童日：柱は，全部，地面に直角に立っている。

（指でたどりながら）児童F:

を貫くものとなった。

(3）自分たちの考えたこと
。コ

“学び合い”の場を設定する

先述した“間い”をもつことで問題解決の必要J惑を生み出しその解決にあたって思考＠判断したこ

とを数学的に完現し理解を広tj：深めていくために，思考＠判断と表現が一体化された学び合いの場を

きるえをj苦用していくこと理解を広！：fて，
，
 

、u

‘．
E
H
U
 

いてスパイラ jレ的lこ行ってきた。

屋根の直線，つまり垂椋が示さ

し，単元に

5 • 6 8寺は ていない天井の直線と平行

引くことができるのか取り組んだ。そこでヲ

丑配布して自力解決の場安mzり，その後9 かき方について話

ワー
ノ7：：ノ卜

え？こヰ1広）
ヲ

ムf-し＼ U)再会：宵邑
。一ノ／也、

てコ

きにし

どうすれ

（右図）

の

し

校舎のっくりにっし、て気がついたことを自由に出し合

う中で，校舎が垂直や平行で構成されていること

ついてきている。しかし，それを言葉でミ思うょっに表せ
さL ？ ーァー
ョ（＿ ¥j し 9ず宅全体で試行錯誤してv，る様子が見て取れる。

児童 lが「直角」という算数の既習事項を活用し

6 明確さに誰もが納得することと

北校舎を地面の線噌柱のi去し廊下の

したことでヲ

こうして

その

なったο

?' r,-, 
♂ υt  l、νJいによってといった構成要素に着目した

直角を視点にして去すことで，垂直 0

2 用語へとつなしvでいくことができた（右写真

ってつ-¥ .-に同じ
ワモp

hι〔

むノ
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質問

／／一一一 ー一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一
｜①ものさし方式

! ものさしで天井から

i 0 ものさしだけ切でもできる。

までの長さ

/:U~ とし

してη

I __l_ __J 

除問、

a、ダ

・，；：主ち主、

の一部であるc

, iEli在に図形をかくことについて

そこで，家心設計図うと示し‘自分で作図することを提案した。

をj~i:'.:;i有し司 J也E主から j主をかくことに：校った。

自力解決の時間に試行錯誤Lたjゑそれぞれ

正確にかくことがごきてLhるのか話し はそ

一 70

ヨコ



かけナ－1:' './ '・・- ；＿.，.、円

'ca '・- > 

r::::, 1j；ヘ ilっ

「

n,Aノ
一…一Fヴ一 a ず

〆＇L ＇～. ＂ ~λ 

L二 ！ ？ ？ ？ れ ど ， と 日

？こっ

_it l 

：にごくさ Ajかし｝でし 1ると

' L、

t-, －－－－ム.:J ,. C町

月r[4品
P
O
 

一、つ
つ
か

回
心
ア
つーし

も

も
で

L
b

ぎをスライト、させるのは↑更平りだということ

は当てずっぽうだったけれど，道具を

⑩屋根のお；！はむずかしかったけれどm

書店十土としてうでがとがった。

えるめはむずかしかったけれど，

たん。みんなで楽しくかき方がわ

＠もっとたくさんの宗そ詩計してみたい。

傾いて正しい 111雇（長さ）が取れない。そヲ！かなくては5＠天井から垂直な

照明曹司＂ '1!"-

slく。

って二

ここで教師から示した。

天井と屋根の斜めの線の角度が45度なのアラ分度器で45度ずつ取っ

。直角でなえても平行な線を引くことができる。

点 同位向が等しければ平行ごあ ξtことについてはョ

⑥斜め線上に点がなし

③分度器 2田方式

天井左端から垂J保全引き勺

の垂直の線を一本引け

るの
Jノ由十

恥3ミ＇2::、

を取ってヨ｜〈。主らに点上に

にかけるn

、r "' ,.. 

でう ; 

－←フ、
〆 i『

＂＇日、ー

ること／；：できず

る子どもも多く見ら

さ:l'lていると一三7え

、コ；き eみんiiのしてのふりかえりの時間を取ることでs 自

ら生かしていこうとする主体的な姿勢を感じヲそれら

て泊三｜之の価値を確認できヲ家庭学習などで；5IJの

った。巴ら楽しく算数的所電hに取り

L，高め合うことをめざし

において呉現化されたことをJ或果としてとらえている。

0自分の追求の様子をラ目分の言葉や操作活動でリアルタイムで表L 説明できるハ

作図の仕万の追求を取り上げることで3 操作活動と思考活動が一体化しぞーの手！恒

いやすアォーマンスし）ながら表現していた。 【思考＠判断。表現力の育成J
他の人の意見を参考にした解釈？つけ加えや理由の説明ができる。

と f｛~皆官く］ fJ課題設定が、できる教材のため，既習の思考＠表現したことを

によりヲ

そのJえq

γ 

に一。

j成果と

思考力。判断力＠

いの

4 

で垂直な

している。

ヲレ
J

士」
可市子II c'::. 
ι 叶 lλ ，

ことができる。

平行な直線となる。

ぐに引くことができる。

屋根の斜め線にピ y タリとおて〉

ヨiくことができる0

3本の線をすぐ引

動分度器万式とl可じようなやり方である。

9 直角がなくでも，；司じ角が並んでいたら9

e 垂直の線がいらないし 9 スライドできるの

勺三角定規の方がラ早く垂直な

。三角定規がスライドできるので，

⑤三角定士見方式（45）支を使う）

三角定規の45度の部分を利用して

点上に線が来るようにして号｜く。

るため
lこ，

O単元全体を通して，

単元を一貫する

でい新規の学習に生かし，

0自分の患ったととぞ即座につ

びの

に反応したりでき命

として残らないため，説明をしっかり聞き，

その場で出していた。 ［他者への気づきの促進］

るにあたヮて9 教師が次のはたらきかけを行ったこと

をまとめ，掲示しておく。

に表すことで活用しゃ寸ぐな灼匂

っこと

うことが、できる。

自体

や意見，質問など

これらの成果

砂前i!寺間まで

2JS':JI寺H外の

どもたちによる言葉Jをしっ

一一つについ

とともに考えの

あった。

一~
1 
1ノ
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1邑っ

は一作品ノO

をもつり

こウし

していえ乙とは

になっマ

の中

る力を伸ばしてい♂ j二めに←

そパノ i~r 発展的な学習のあり方について弘

ブ 円
Id~ 

における垂直＠平行の線を

表現し合いヲ追求することで理解を深めていぐことができ

どの方法をどの場面で使うかを判断し技能を習得するために

Lノ

次々と自分の作品を作成しヲ

、て他の友だちに紹介し

や平行を正確にか包くこと

ことは，子どもたちの大きな

組み。

り

を図りう活用

〆 Tt、J

ってう（固で泊イi~ する（こと

そのために，学習したことそ

となる。確実な個々の

自分で判断し

亡「、り

ようにふりかえっ亡しsる。

三角じよう

（
山
）
④

むくてもできることがわカ〉て1

7「
’c、して，家の設計図を早く正確にかくため活動

自

授業で扱っていない部分も含めて家の設計図をすべて完成する時聞をもった。

れまでの学習を生かしラすべての子どもが完成させた。正確にできているかどう

かを教師で隆認し，きちんとできた時点で設計士

さらに発展的な学習として司一人前の設計士になって3

「マイ z オリジナノレ・デ、ザイン」を作成する時間宅、第 8, 9 

に取った。これまで学んできたことをヲ自分の力、て、活

てし1く時間となヮた。三角定規を器用に使いヲ

による日己評価；

日さにつしγて

②16 

②］〔）

こうして二

りにつし＼て・① 7

①17 

ヌライト、主ぜると

：二ii ノ
Jゴi

そして，

lこvヲ i,,，・て

iii副本単元をj!'Iiして

C 三角じようぎ




